
人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

公

告

令和年月日 水曜日 第号官 報

内

閣

〇
厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

黄
川
田
仁
志

厚
生
労
働
大
臣
上
野
賢
一
郎
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
る
臨
時
に
厚
生
労
働
大
臣
の
職
務
を
行
う
国

務
大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く

同

松
本

洋
平

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
小
野
田
紀
美
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
、
知
的
財
産
戦

略
、
科
学
技
術
政
策
、
宇
宙
政
策
、
人
工
知
能
戦
略
及
び

経
済
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
八
月
二
十

八
日
）

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

外
務
大
臣
茂
木
敏
充
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

〇
財
務
大
臣
臨
時
代
理

同

林

芳
正

財
務
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
財
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る

同

林

芳
正

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）
事
務
代
理
を
命
ず
る
（
以

上
八
月
二
十
九
日
）

国
務
大
臣

城
内

実

デ
ジ
タ
ル
大
臣
松
本
尚
帰
朝
に
つ
き
デ
ジ
タ
ル
大
臣
事
務

代
理
を
免
ず
る

同

城
内

実

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
松
本
尚
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
サ
イ
バ
ー
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
免
ず
る

（
以
上
八
月
三
十
日
）

国
務
大
臣

黄
川
田
仁
志

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
小
野
田
紀
美
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
、
知
的
財

産
戦
略
、
科
学
技
術
政
策
、
宇
宙
政
策
、
人
工
知
能
戦
略

及
び
経
済
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
命
ず
る

（
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
補
・
東
京

簡
易
裁
判
所
判
事
）
判
事
補
兼
簡

易
裁
判
所
判
事

出
縄

英
行

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る
（
以
上
八
月
三
十

一
日
）（

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
国
家
情

報
局
））内
閣
事
務
官

加
藤

達
也

任
期
の
満
了
に
よ
り
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
限
り
退
職

し
た
（
八
月
三
十
一
日
）

法

務

省

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
検
事

沖

佑
里
乃

（
横
浜
地
方
検
察
庁
小
田
原
支
部
検

事
）
同

川
瀬
麻
衣
子

（
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
検
事
）
同

平
間

文
啓

（
名
古
屋
地
方
検
察
庁
検
事
）
同

本
橋

京
治

辞
職
を
承
認
す
る
（
各
通
）（
八
月
三
十
一
日
）

〇
定
年
退
官

山
形
区
検
察
庁
副
検
事
今
泉
伸
二
は
、
検
察
庁
法
第
二

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
八
月
三
十
一
日
限
り
定
年

退
官

最
高
裁
判
所

さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
判
事
補
兼

さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
判
事
補
・

川
越
簡
易
裁
判
所
判
事

柏
木

桃
子

大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
大
阪
家
庭
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

大
阪
家
庭
裁
判
所
堺
支
部
勤
務
を
命
ず
る

堺
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
八
月
二
十
六
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
憲
法
記
念
日
に
つ
き
、

八
月
三
十
一
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。天

皇
陛
下
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
独
立
記
念
日
に
つ

き
、
八
月
三
十
一
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ

ら
れ
た
。労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

長
野
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
長
野
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
長
野
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
２
日
長
野
労
働
局
長
木
村

聡
第
４
号
中
「
１
時
間
1061円

」
を
「
１
時
間
1117円

」
に
改
め
る
。

岡
山
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
岡
山
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
岡
山
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
２
日
岡
山
労
働
局
長
森
實
久
美
子

第
４
号
中
「
１
時
間
1047円

」
を
「
１
時
間
1104円

」
に
改
め
る
。

諸

事

項
相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告
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